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2023 年 12 月吉日  

第 68 回日本リウマチ学会総会・学術集会への参画のお願い 

謹啓 寒冷の候、貴社におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より格別のご高配

を賜り厚く御礼申し上げます。 
 

第 68 回日本リウマチ学会総会・学術集会を 2024 年 4 月 18 日から 20 日の 3 日間神戸コンベンションセ

ンターで開催させて頂きます。日本リウマチ学会の前身である日本リウマチ協会が発足した 1957 年から連

綿と続く長い伝統を誇る学術集会を担当させて頂くこと大変光栄に存じます。 

 

 日本リウマチ学会の歴史を振り返りますと、学術集会も常に時代を先取りしながら、様々な領域、分野

の方々が集う大きな会へと発展してきました。世界に目を向けますと、ここ数年はコロナ禍や戦争をはじ

め様々な出来事が社会全体に暗い影を落とす困難な状況が続いているように思います。そのような時代に

あっても学術集会はその歩みを止めることなく今日に至っています。大勢の皆様のお力の賜と思います。 

 

 迎えた 21 世紀も四半世紀が過ぎようとしています。関節リウマチ治療では生物学的製剤や分子標的合成

抗リウマチ薬をはじめ多岐にわたる薬剤の登場によって薬物療法が大きく進化し予後の改善は目を見張る

ものがあります。脊椎関節炎や全身性ループスエリテマトーデスなどほかのいくつかのリウマチ性疾患で

も薬物療法の恩恵を実感できるようになってきているのではないでしょうか。一方、リウマチ性疾患の多

くでは未だ薬物治療によっても制御出来ない疾患活動性や QOL の低下、さらに関節破壊を含む筋骨格障害

や臓器合併症の問題が残されています。次の四半世紀に託された大きな課題です。罹患者の多い関節リウ

マチでは、高齢化した患者や高齢発症患者の骨関節障害のみならず、併存病態への対応も今後一層重要と

なります。内科、整形外科、小児科、さらにリハビリテーション医療をはじめとする関連診療領域、社会

支援などがより一体性を高め、さらに充実した複合的アプローチの展開が期待されます。世界が経験した

ことのない超高齢社会にある本邦の現状をあらためて冷静に見直しますとリウマチ性疾患への将来展望を

再考すべき分岐点にあるように感じます。同時に超高齢少子社会においても各年代で対応すべきリウマチ

性疾患は多く、小児から老年期に至るまで目配りが効きバランスの取れたリウマチ学やその医療の発展も

欠かせません。AI、IT、Dx、XR/ER、Robotics、再生医療など様々な科学技術の進歩とその手法も取り入れ

ながら、将来を見据えた学会の発展が望まれます。さらなる高みを目指した学術集会では参加される皆様

ひとりひとりが、故きを温ねて新しきを知るとともに、現状からその彼方、将来を俯瞰するよい機会にな

ればと念じています。 

 

第 68 回のテーマは“流心をとる”としました。流という字からリウマチの語源を想起する方も多いかと

思います。流心をとるは、北国のある老練なフライフィッシャーが好んで使う言葉に由来します。毛針を

しっかりと流心に通さなければ遡上するサーモンとは出会えないとの意から、物事の本質を捉える 

“Catch the Essence”というイメージに重ねてみました。流心は文字通り、川の流れの中心、最も勢いよ

く流れるところを指します。しかしそれはいつも川の真中とは限りませんし、容易に目視できないことも

あります。ともすれば溢れがちな様々な情報や知識に容易にアクセス出来る今日、その膨大な事象の中か

ら、それらをしっかり見極め、流心、すなわち物事の本質を的確に捉え続けるためには弛まぬ努力を要し

ます。創意工夫が欠かせません。進取の気概に溢れる皆様にとって、学術集会が日頃真摯に取り組まれた

臨床、研究、教育、社会活動の貴重な成果を発信する場となり、同時により新しい知識、技術を学び、交

友を深め、絆をより確かにする場となることを願っています。それらを通してリウマチ学、リウマチ医療

をはじめ関連領域の発展に本学術集会が一層裨益すること叶えばと切に念じています。結びに本学術集会

がより実り多きものとなりますよう、何卒、皆様のお力添えをどうぞよろしくお願い申しあげます。 
 

末筆ではございますが、貴社の今後ますますのご発展を心よりお祈り申し上げます。 

謹白 

第 68 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

 

会長 髙木 理彰 

 

山形大学医学部 整形外科学講座 教授 
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開催概要  

 
1. 会 名 第 68 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

 

2. 会 長 髙木 理彰（山形大学医学部 整形外科学講座 教授） 

 

3. 大会テーマ 流心をとる 〜Catch the essence～ 

 

4. 会 期 2024 年 4 月 18 日（木）〜 4 月 20 日（土） 

 

5. 開 催 方 式 現地開催（会期後、一部オンデマンド配信予定） 

6. 会 場 神戸コンベンションセンター 

神戸国際会議場 〒650-0046 神戸市中央区港島中町 6-9-1 

神戸国際展示場 〒650-0046 神戸市中央区港島中町 6-11-1 

神戸ポートピアホテル 〒650-0046 神戸市中央区港島中町 6-10-1 

 

7. 公式サイト https://www.jcr2024.com/ 

 

8. 参 加 者  約 7,000 名 

 
9. プログラム 会長講演 特別講演  シンポジウム 教育研修講演 

 Meet the Expert  International Concurrent Workshop 

 ワークショップ  ポスタービューイング 

 モーニングセミナー ランチョンセミナー イブニングセミナー  他 

 

10. 発表演題数 約 1,800 演題 

 

11. 参加費用 

 学会員 非会員 

事前登録 当日登録 事前・当日登録共通 

医師・一般 17,000 円 20,000 円 20,000 円 

医師以外のメディカルスタッフ 

（看護師、薬剤師の方など） 

4,000 円 5,000 円 5,000 円 

大学院生 4,000 円 5,000 円 5,000 円 

専攻医 無料 ━ 

医学部学生、初期臨床研修医 無料 無料 

 
12. 事 務 局    【学会本部】 

一般社団法人 日本リウマチ学会 

gakkaih@ryumachi-jp.com 

〒105-0013 東京都港区浜松町 2-9-6 エムプレスビル 3 階 

Tel：03-6435-9761 / Fax：03-6435-9762 

 

【JCR2024 サポート準備室】 

株式会社コングレ内 

support@jcr2024.com 

〒103-8276 東京都中央区日本橋 3-10-5 オンワードパークビルディング 

Tel：03-3510-3701 / Fax：03-3510-3702
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【学術集会委員会】 

委 員 長  田中 良哉 産業医科大学医学部 第 1 内科学講座 

委 員  髙木 理彰 山形大学医学部 整形外科学講座  

（第 68 回会長） 

川上  純 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

（第 69 回会長） 先進予防医学共同専攻先進予防医学講座 

高窪 祐弥 山形大学医学部附属病院 リハビリテーション部 

（第 68 回総務担当） 

岩本 直樹 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

（第 69 回総務担当） 先進予防医学共同専攻先進予防医学講座 

 

 

【学術集会財務担当委員会】 

委 員 長 土橋 浩章 香川大学医学部 血液・免疫・呼吸器内科 

委 員 門野 夕峰 埼玉医科大学 整形外科 

川上  純 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

  先進予防医学共同専攻先進予防医学講座 

髙木 理彰 山形大学医学部 整形外科学講座 

南木 敏宏 東邦大学医学部 内科学講座膠原病学分野 

 

【学術集会プログラム担当委員会】 

委 員 長 桑名 正隆 日本医科大学 アレルギー膠原病内科 

委 員 石井  優 大阪大学大学院医学系研究科 免疫細胞生物学 

岡本 奈美 労働者健康安全機構大阪ろうさい病院 小児科 

金子 祐子 慶應義塾大学医学部 リウマチ・膠原病内科 

小嶋 俊久 国立病院機構 名古屋医療センター 整形外科 

五野 貴久 日本医科大学大学院医学研究科 アレルギー膠原病内科学分野 

高橋 伸典 愛知医科大学 整形外科 

田村 直人 順天堂大学医学部 膠原病内科 

中川 夏子 兵庫県立加古川医療センター リウマチ科・整形外科 

中島亜矢子 三重大学医学部附属病院 リウマチ・膠原病センター 

藤尾 圭志 東京大学医学部附属病院 アレルギー・リウマチ内科 

松本 卓巳 東京大学医学部附属病院 整形外科 

宮本 健史 熊本大学大学院生命科学研究部 整形外科学分野 

 

 

  

 

組織委員会 
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1. 会 場  神戸ポートピアホテル南館 1階  

  神戸国際展示場 2号館 1階 

  
 
2. 日 程  搬入： 2024 年 4 月 17 日（水） 

 

展示： 2024 年 4 月 18 日（木） 9:00 - 17:00（予定） 

2024 年 4 月 19 日（金） 9:00 - 17:00（予定） 

2024 年 4 月 20 日（土） 9:00 - 17:00（予定） 

搬出： 2024 年 4 月 20 日（土） 18:00 - 21:00（予定） 

※時間については決まり次第お知らせいたします。 

 
 
3. 出展対象 書籍 

※書籍以外のものを展示する際は、必ず申込書の備考欄にご記入ください。 

電源を必要とするもの等は場合によってお断りさせていただくことがござい 

ます。 

 

4. 出 展 料 金 売り上げの 10% 

 

5. 電 気 料 金 電気工事代金は別途申し受けます。詳細は後日お知らせいたします。 

 

6. 募 集 数 1 ～2 社（予定） 

 

7. 出 展 場 所 神戸ポートピアホテル 南館 1階 

 神戸国際展示場 2 号館１階 

           ※変更となる場合がございます。 

                    

8. 展 示 形 式 テーブル（W 1,800×D 900mm） 8 本まで（予定） 

          

9. 出 展 物 出展対象に記載された範囲のもの、及び事務局が認めたものとします。 

  

10. 会期・時間の変更および中止 
 

やむを得ない事情により会期及び時間を変更、または中止する場合が 
あります。 
この変更を理由として出展申込を取り消すことはできません。 
また、これによって生じた損害は補償致しません。 

 

11. 出展社の選定 多数のお申し込みをいただきました場合は、事務局にて出展社を決定させていただ

き、後日、ご連絡を差し上げます。 

 

 

12. 展示スペース   スペース割り当ては、主催者と相談の上決定させていただきます。 

 割り当て 

 

 

13. 申 込 方 法   別添の「書籍展示申込書」にご記入の上、2024年1月31日（水）までに下記宛先 

までE-mailにてお申し込みください。 

 

募集要項 
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14. 問い合わせ先 【JCR2024 サポート準備室】 

株式会社コングレ内 

support@jcr2024.com 

〒103-8276 東京都中央区日本橋 3-10-5 

オンワードパークビルディング 

Tel：03-3510-3701 / Fax：03-3510-3702 
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書籍展示出展場所（案） 

■神⼾ポートピアホテル 南館 1 階 

■神⼾国際展示場 2 号館１階 


